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ご存知ですか？
      『防爆スキャナー』
石油をはじめ、さまざまな化学材料によってさまざまな製品が生産され

ている現在、可燃物・危険物を扱う工場には事故防止のための『防爆』エリ

アがあります。今回は工場にある『防爆エリア』とはどんなものか、そしてそ

こで使われる『防爆機器』についてご紹介します。

『防爆エリア』と呼ばれる場所

「危険」はどのように防げば良いか

工場等には『防爆エリア』と呼ばれる場所

があります。

石油やガス（LPGやLNG）など、可燃性の

液体や気体が存在している場所で電気設

備（機器）を使用・設置する時に、この電気

設備などを原因とする爆発や火災を防ぐ

ことが必要なエリア（危険場所）を指します。

通常、爆発性ガスは存在していないか、

存在していたとしても濃度が非常に低く

なっていますが、仮にパイプが損傷して内

容物が噴出したり、有機溶剤が蒸発したり

してしまうようなトラブルが発生した場合に

は、爆発性ガスの発生や高濃度化といっ

た危険な状態となります。

このような場所では、電気設備をはじめと

する機器類も爆発を防止する構造のもの

（『防爆機器』）である必要があります。この

危険場所は、その危険度により０種／１種

／2種場所の3つに区分されています。

いずれの場所においても爆発／火災を

防止する手段は講じられています。大まかに

まとめると下記のようになるでしょう。

①着火源（この場合は電気設備／機器に

なります）と可燃物を一緒にしない。②着

火源が着火する状況にならないようにす

る。③可燃物の可燃特性をなくす（可燃物

の濃度を下げる）。

しかし、業務上、可燃性ガス／液体を常時

取り扱っている工場や事業所などでは、

着火源と可燃物を共存させないことはほぼ

不可能なことです。可燃物を使用しないと

か、着火源をすべて取り除くことは、爆発

や火災を防止する上では究極的かつ理

想的な解決方法かも知れませんが、言うま

でもなく、まったく現実的ではありません。

また可燃性ガスや液体が、大気中への

放出や漏洩がないように、設備や装置を

設計・製作すれば良いのでしょうが、対策の

ためのコスト負担が巨大になるため、それも

あまり現実的とは言えない場合がほとんど

です。

そこで一般的には、万が一「放出／漏洩」が

生じても、工場内の危険の度合いが爆発

下限界以下になるように十分な換気設備

を備える現場設計を行ったり、着火源対策

として防爆電気設備が採用されたりして

います。当たり前のことですが、可燃性の

原料や製造工程は人・システムの両面から

厳しく管理されています。

化学工場などの防爆エリアを例に管理

方法を説明しますと、原料をタンクに投入

する際の誤投入を防止するためには、本来

投入すべき原料に間違いないかどうかの

チェックにバーコードを利用する運用が最も

正確で効果的です。原料を投入する前に

原料のバーコードを読ませ、そのデータと

製造レシピ上にあるデータと照合すること

によって、投入すべき原料かどうかを確認

することができます。

これがもし人の手で行なわれていたらどう

なるでしょうか？

人による目視確認との場合、原料の袋や

品番が似ていたりしたときに見間違いをす

る可能性があります。人間の感覚ですから

勘違いもあるでしょう。もし間違って投入

してしまうと、爆発を起こす可能性もあるで

しょうし、そのタンクの中身をすべて破棄

しなければならなくなるかもしれません。

そればかりか、間違った配合のまま製品

が出荷されてしまい、市場に出てしまった

製品をすべて回収しなければならなくなる

可能性すらあります。このような状況になると

想定していない多大な費用が発生します。

現場で作業する方の安全を確保するのも

重要なことですが、誤投入を防止するのは

単に現場の安全確保だけが目的ではなく、

現場から先に連なる一連の「危険」を防止

する意味もあるのです。

　　主な仕様

対応コード：（２次元）データマトリックス
(ECC200), QRコード,  PDF417, Maxi Code／
（バーコード）JAN/EAN/UPC, ITF, Codabar, 
コード39,コード128, EAN128 ／ 防爆構造：
ＥｘｄⅡＢＴ４Ｘ ／ 環境耐性：ＩＰ６５ ／消費電
流：約300mA（5V） ／ 運用温度：0～50℃ ／
重量：約500g
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● お知らせ

メンテナンス、修理に関する業務部門としてフィールドサポート部を

編成いたしました。お客さまの安定稼動のために、お役に立てるよう

努力いたしますので、よろしくお願いいたします。

弊社よりお買い求めいただきました製品の修理に関するご相談・

お問い合せにつきましては、右記までご連絡ください。

【修理に関するご相談窓口】

株式会社 東 研 フィールドサポート部

電話：042-484-5190　/ FAX：042-486-3112

〒182-0025 東京都調布市多摩川１－４３－２

※修理のご用命の際は、修理品のご発送前にフィールドサポート部

までご連絡いただけますよう、ご協力をお願いします。
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このような防爆エリアでは防爆型のス

キャナーを使用する必要があります。防

爆スキャナーが含まれる「防爆電気設備

／機器」には大きく分類して『防爆』の方

法が２種類あります。この２つとは、『本質

安全防爆』と『耐圧防爆』です。

『本質安全防爆型』の電気電子機器は、

回路上で火花が発生しないような設計に

なっており、0種場所と呼ばれるもっとも危

険なエリアでも使用することができます。

『耐圧防爆型』の電子機器は強固な容

器で覆われているのが特長で、容器内部に

爆発性ガスが侵入して容器内部で引火

した場合でも、容器の内側にある微妙な

厚さの隙間を通るときに風圧で消えるよう

な構造になっています。つまり、爆発をその

電子機器内部だけで食い止め、外部に

被害を及ぼさないというもので、このような

電子機器は1種場所と呼ばれるエリアまで

使用が可能です。

弊社の防爆スキャナーは、耐圧防爆型

方式を採用しており、防爆構造の２次元

コード／バーコードリーダーでは最軽量の

約５００グラムという計量化に成功していま

す。このスキャナーは、バーコード・２次元

コードの両方に対応し、高速プロセッサー

採用により作業者にストレスを感じさせな

い読み取りを実現しています。

危険場所での適正な機器を選定・使用す

るために、危険場所は危険性の度合い・防

爆電気設備の経済性などを考慮した上で、

可燃性ガス・蒸気の放出・漏洩の頻度、爆発

性雰囲気の存在時間によって３つに分類さ

れています。

・０種場所＝ 爆発性雰囲気が連続して存在する
か、長時間存在する場所

・１種場所＝ 爆発性雰囲気が正常状態で存在
する場所

・２種場所＝ 爆発性雰囲気が正常状態で存在
することはないが、その他の状態で
存在しても、短時間しか存在しない
場所

●危険場所の分類について（参考）「防爆エリア」にも種類がある

○：適するもの　△：法規では容認されているが、避けたいもの

×：法規には明記されていないが、適さないもの　

－：防爆原理によって適否を判断すべきもの
●危険場所の種別に適応する防爆構造の種類

（注）特殊防爆構造の電気機器は、他の防爆構造も適用(併用)されているものが多く、その防爆構造によって使用に適する危険場所が決定されます。

正常時及び事故時に発生
する火花や高温部により爆
発性ガスに点火しないこと
が公的機関において試験や
確認された構造

防爆構造の種類

本質安全
防爆構造

耐圧防爆構造

内圧防爆構造

防爆構造の種類

安全増
防爆構造

油入防爆構造

特殊防爆構造

全閉構造の容器内部で可
燃ガスの爆発が起こった場
合に､容器がその圧力に耐え
て、外部の爆発性ガスに引
火するおそれのない構造

容器内の保護ガスを外部の
気圧より高めて維持するか、
容器内のガス濃度を爆発限
界より低いレベルにすること
で性能を確保する構造方式

正常な状態で点火源となる
恐れがないものの絶縁性能
並びに温度の上昇による危
険と外部からの損傷等に対
する安全性をより高めた構造

火源となる電機機器部分を
油中に浸し、外部に存在する
爆発性雰囲気から遮断して
点火しないようにした防爆構
造

前述以外の構造で、爆発性
ガスの引火防止ができること
を公的機関において試験や
確認がなされた構造

０種 １種 ２種 ０種 １種 ２種

○ ○ ○

× ○ ○

× ○ ○

× △ ○

× △ ○

－ － －


